
第1071回 例会 No. 8 

例 会 日 : 2007/09/03 

佐世保北ロータリークラブ 2007～2008年度 ＲＩ会長 / Wilfrid J. Wilkinson  地区ガバナー/ 野口 清 

《公式訪問卓話》      野口 清ガバナー 

 

 第1071回例会は、第

2740地区、野口 清ガ

バナーをお迎えしての

公式訪問例会でした。 

 野畑義博会長の挨拶

で始まり、通常通りの

例会進行のあと、野口

ガバナーの卓話と続

き、ロータリーの歴史

や国際協議会の模様など、ユーモアを交えながらの楽し

く、分かりやすい卓話でした。 

 

・国際ロータリーの歴史 

 シカゴロータリークラブ1905年から1907年頃までは 

 親睦が中心であった。 

 

・1907年以降の課題 

1．世の為人の為の奉仕の自覚 

 親睦のエネルギーをもって世のため人のためのエネ 

 ルギーに転化しようと考えた。 

2．その運動の拠点としてのロータリークラブを全米に 

 作ること（ロータリーの拡大）。 

 しかし、クラブがロータリー拡大作業をすると、クラ 

 ブの親睦が崩れる。 

 

・国際ロータリーの歴史 

 両方（親睦・拡大）の要求を両立させるためには、全 

 米のロータリークラブの合議によって、奉仕哲学の解 

 明とロータリーの拡大だけを専門に遂行する団体を 

 作り、親睦のことは、主としてロータリークラブに委 

 ねれば良いと考えた。これが全米ロータリークラブ連 

 合会でした。 

 1912年 国際ロータリークラブ連合会 

 1922年 国際ロータリー  

 Chesley R.Perry 

 

・国際ロータリーの役割 

1.奉仕の哲学の追及 

 RI会長のテーマ、4つのテスト等 

2.ロータリーの拡大 

 新しいロータリークラブを作る 

3.情報の伝達 

「ザ・ロータリアン」誌を正式文書として地方誌などで 

 全世界、RI等の情報を定期的に伝達する。 

 という3つの仕事を委託された受託機関 

 

・国際ロータリーの権限 

1．直接監督権（国際ロータリー細則第3条3項） 

 ①標準ロータリークラブ定款の採用  

 ②全世界にロータリークラブを作ること 

 ③ザ・ロータリアン誌、または地域雑誌の購読 

2．指導・助言権（受任義務はない） 

 ①職業倫理訓、モットー、四つのテスト等 

 ②奉仕の実践の提唱 

 ③標準ロータリークラブ定款 

  1922年にロータリークラブの中核部分だけは全世 

  界のすべてのクラブが共通に持とうという考え方 

  で出来上がったもの。 

 ①一業種一会員制の適用（職業分類表作成） 

 ②例会出席適用（1週に1度） 

 

・国際ロータリー 

 全世界のロータリークラブの連合組織体であって、 

 ロータリアンの集合体ではありません。 

 国際ロータリーはロータリアンを直接監督し、ロータ 

 リアンに指導と助言を与えることは出来ない。 

 

・規定審議会 

 ①国際ロータリーの立法機関 

 ②3年毎に開催 

 ③投票権 

  クラブ会員数 75名まで1票 

  76名～125名までは2票 
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ロータリーは分かちあいの心 



《今月の誕生祝》 

 S.14. 9. 6 宮地正博君 S.14. 9.16  福田俊郎君 

 S.18. 9. 2 平石晃一君 S.23. 9. 9 大鳥居 宏君 

 S.23. 9.19 野畑義博君  S.24. 9. 5 鈴木正昭君 

 

《委員会報告》 

 緒方信行国際奉仕副委員長  

①9月2日開催の、地区国際奉仕部門研修セミナーの報告

②11月1日～4日 アモイ訪問の件 

 

 永田武義職業奉仕委員長 

10月1日（この道ひと筋）職業人表彰を行います。会員の

周りに、技術ひと筋、永年勤続の方が、いらっしゃった

らご紹介下さい。 

 

 

《ＲＩニュース》 

 

ロータリー財団コンタクト・センターが答えます  

 あなたは、財団プログラム（例えば、国際親善奨学

金やGSEなど）について質問がありますか？ 

あなたのクラブは、財団補助金申請の過程ついての質

問を考えたことがありますか？ 

あなたは、ポール・ハリス・フェローになるために後

いくら寄付する必要があるか疑問に思っていません

か？  

 

 財団職員チームは、ロータリー財団コンタクト・セ

ンターでこれらの全ての質問に答えています。 

今年6月には5,500件以上の電話と電子メールを取り扱

いました。そして、質問の数は2006年10月の最初の取

り扱いの倍になりました。  フリーダイヤル（(866-

9-ROTARY)は、現在、北アメリカ発信のみに利用できま

す。しかし、電子メールは世界中の誰でも利用するこ

とができます。 

 ただし現在、英語のみとなっています。  

 

 コンタクト・センターのクリフトン・ヒアリーマ

ネージャーは、質問者の90～95％が、たちどころに回

答を得られると言います。 

 いくつかの質問については調べが必要なこともあり

ます（例えば特定補助金の質問とか）。 

その際は、質問は補助金コーディネーターに送られま

す。  

 

 我々はロータリアンの皆様に彼らの献金履歴をメー

ルすることができます。 

「我々は補助金のための活動報告ファイルを提供する

ことができます。」 

「我々はロータリー財団のすべての部門に関する一般

質問に答えることができます。」とヒアリー氏は言い

ます。  

 ロータリー財団コンタクト・センターへの電話 866-

9-ROTARY (866-976-8279)または電子メール contact.

center@rotary.orgは、月曜日～金曜日までのアメリカ

中部標準時午前8時から午後5時までにご連絡下さい。 

 

 126名～175名までは3票 

 176名～225名までは4票 

 

・今年度RIのテーマ  

 Rotary shares 

 ロータリーは分かち合います 

 分かち合うとは、自分に不要になったものを施すこと 

 ではありません。 

（その他、国際協議会の模様などを話されました） 

 

 

《幹事報告》湯口純二 幹事  

１. 例会変更 

・北松浦ＲＣ 

 9月18日（火）12：30→9月16日（日） 

 9：30 佐々文化会館 

 

・佐世保西ＲＣ 

 9月4日（火）12：30→9月1日（土）・2日（日） 

 8：30～ 佐世保市体育文化館大体育室 

 （少年少女ミニバスケットボール大会開催のため） 

 9月18日（火）12：30→9月22日（土）16：00 

 富士国際ホテル例会場（新入会員歓迎会のため） 

 

２．来 信 

・ロータリーの友事務所 ロータリーの友 9月号 

 

・ガバナー事務所 ガバナー月信 9月号 

 

・06～07ガバナー事務所 ガバナー月信 総集編 

 

・07～08年度 第2740地区 地区大会事務局 

 ＲＩ2740地区2007～2008年度地区大会 

 【ご宿泊のご案内】 

 

・第2740地区米山記念奨学委員会 

 米山奨学生の卓話派遣時の交通費についてお知らせ 

 事項 

 

・佐世保ＲＣ 

 「クラブ現況、活動計画および報告書」 

 

・佐世保西ＲＣ 

 市内8RC会長・幹事会親睦ゴルフスタート時刻の案内 

 

・佐世保中央ＲＣ 

 クラブ現況と活動計画書 前年度活動実績報告書 

   

・財）佐世保地域文化事業財団 

 アルカスSASEBO情報誌「コンパス」送付のお知らせ 

 

《来訪ロータリアン》 

・佐賀ＲＣ 野口 清ガバナー 

 

《今月の結婚祝》 

 S.50.9.27 鈴木正昭・悦子夫妻 

 



 山北恭行君 
先日、田島副会長へお願いをして、常盤大輔様へ長年残

せる記録など「わし紙へしたためて」いただき感謝いた

しており、その、お礼を差し上げましたが受け取られま

せんので、ニコニコします。 
 
 緒方信行君 

野口ガバナーのご来訪を心から歓迎いたします、今年度

は、地区の社会奉仕委員長として、はりきっては、いま

せんが楽しみたいと思います。ご指導の程よろしくお願

いいたします。 
昨日の地区国際奉仕部門研修セミナーに、富田ガバナー

補佐、永田地区委員、鈴木財団委員長と参加してきまし

た。大変勉強になりました。 
 

 宮﨑有恒君 

野口清ガバナーのご来訪を歓迎します。 
富田ガバナー補佐の第6グループクラブへの第一回訪問

終わり、ビジターとして出席して頂いた、野畑会長はじ

め会員の皆様おつかれさまでした、ガバナー補佐に同行

して、あらためて、北クラブのまとまりの良さ、そして

会員増強の大切さを実感しました。 
鈴木SAAの本日の司会にニコニコします。 

 
 福田俊郎君 永田武義君 越智和博君 宮原明夫君 

 中野雄一郎君 松尾辰二郎君 深町 等君 

 小川一貴君 中島閏二君 
野口 清ガバナー暑い中をようこそいらっしゃいました。

どうぞごゆっくり、お寛ぎ下さい。 

 
 
 鈴木正昭君 

野口ガバナー富田ガバナー補佐の、ご来訪を心より歓迎

いたします。9月は誕生、結婚記念日でニコニコです。 
 

 富田耕司君 
今日は、ガバナーの公式訪問です。よろしくお願い致し

ます。 
 
 山北恭行君 宮崎博史君 
ＲＩ第2740地区野口ガバナーの公式訪問を歓迎いたし

ます。よろしくご指導のほどお願いいたします。 
 
 平石晃一君 
誕生祝い有難うございます。本日ガバナー訪問ご苦労様

です。 
 
 宮地正博君 小西宗十君 井上雅弘君 藤井良介君 

 二ノ宮 健君  
ＲＩ2740地区、野口清ガバナーのご来訪を歓迎いたしま

す。この一年のご健康とご健闘を祈念いたします。 

ライラ経験者はロータリー入会への足がかり 

 ローレンス・チェウとベルン・イゴッチェはライラ

(RYLA=ロータリー青少年指導者養成プログラム)にとて

も熱心です。 

 ヘルシングボリ(スウェーデン)で開催された2006年国

際ライラに参加した後、彼らは今年のロータリアン活動

に戻りました。 

 「昨年のプログラムは、25ヶ国から124人の参加者があ

りました」また、「それは、私に興奮を与えました。」

とチェウ（27）は言います。 

 彼は、リッチモンド・サンライズ・ロータリークラブ

（ブリティッシュ・コロンビア・カナダ）のメンバーで

す。 

 毎年、ロータリークラブと地区は、地元のライラ卒業

生が国際ライラに出席するのを指名します。 

 6月、ソルトレイク・シティ（ユタ州）で開催されたＲ

Ｉ国際大会の前にチェウとイゴッチェはカウンセラー

として2007年のライラでの役目を果たしました。 

 地区のライラ関係者やカウンセラー同様、２人のロー

タリアンは長年のロータリー・ファミリーでインターア

クターとローターアクターでした。 

 「私は、ロータリーとの間でライラカウンセラーとし

て貢献し続ける機会を誇りに思います」 

そして、彼はライラ経験が彼らの一生を通じて参加者だ

けでなく遭遇する人々のためになると信じています。

と、イゴッチェ（30）は言います。 

 

 「彼らは、帰国して彼らの社会、国、そして世界のた

めに、地区のロタリークラブと協力し奉仕プロジェクト

を遂行します」と、マクルディ・ロータリークラブ（ベ

ヌエ州、ナイジェリア）のイゴッチェは言います。 

 

 2人は、ライラもロータリーの認識を高めることの一

役になると一致します。特にロータリーとは関係ない若

者をライラに参加してもらうことによって、ロータリア

ンは素晴らしいロータリー活動を次世代へ推進するこ

とができます。 

 

「彼らがロータリー・ロゴを見るか、ロータリーの事を

聞くとき」彼らは思うでしょう、「お～い、私はロータ

リーのプログラムに参加しましたよ。」と、「たとえ彼

らがロータリーに入会しないとしても、彼らはロータ

リー活動を高く評価しています」とチェウは言います。 

 

 

 

《ニコニコＢＯＸ》 宮崎博史親睦活動委員 

 

 野口 清ガバナー 
本日は宜しくお願い致します。 
 
 野畑義博会長 田島勝明副会長 湯口純二幹事 
9月になり、朝夕は少しだけ秋の気配が感じられるよう

になりました。本日は2740地区野口 清ガバナーの公式

訪問例会です、佐世保北ＲＣが、益々いいクラブとなる

よう、野口ガバナーのご指導をよろしくお願いします。 

クラブ会報委員会 委員長 / 二ノ宮 健   委員 / 平石晃一 日高省三 中島閏二 相良一三 （記事担当者 平石晃一） 

本日の合計 40,000円     累計 379,000円 
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